
（単位：人）

総　数

総数 男 女 総数 男 女 増減率
　岡山県総人口 1) 1,945,276 933,168 1,012,108 1,957,264 938,600 1,018,664 △0.6%
　１５歳以上人口 1,663,211 786,208 877,003 1,674,372 793,216 881,156 △0.7%
 　　労働力人口 970,386 554,633 415,753 984,524 565,694 418,830 △1.4%
     　　就業者 900,116 506,402 393,714 932,588 531,133 401,455 △3.5%
     　　完全失業者 70,270 48,231 22,039 51,936 34,561 17,375 35.3%
 　　非労働力人口 667,942 219,468 448,474 653,905 204,944 448,961 2.1%
 　　労働力状態不詳 24,883 12,107 12,776 35,943 22,578 13,365 △30.8%
 　労働力率　 2) 59.2% 71.6% 48.1% 60.1% 73.4% 48.3% △1.4%
 1)年齢「不詳」を含む。　　 2)労働力状態「不詳」を除く。

男女別１５歳以上人口及び労働力状態

平成１７年 (2005)平成２２年 (2010)

１ 労働力率について 

  15歳以上人口に占める労働力人口（就業者及び完全失業者）は970,386人で、労働力率は 

 (注)59.2％となっている。平成17年と比べると、0.9ポイント低下しており、昭和45年以降 

 低下が続いている。 

  男女別にみると、男性が71.6％、女性が48.1％で、平成17年と比べると、男性が1.8ポイ 

 ント、女性が0.2ポイント低下している。 

  年齢階級別に見ると、男性は25歳以上から59歳までの範囲で90％以上の労働力率を示し 

 ている、女性は25歳から29歳で77.2％を示し、以降一度低下し、その後年齢が高くなるに 

 つれ再び上昇し、45歳から49歳で２度目のピークを示し再び低下する。 

  女性の１度目のピーク後の労働力率は、平成17年国勢調査結果と比べ低下割合は少なく 

 なっているものの、男性と比較して女性の年齢階級別労働力率は、婚姻、育児等によるラ 

 イフステージによる影響を受けていると考えられます。 
 （注）労働力率は、15歳以上人口（労働力状態「不詳」を除く。）に占める労働力人口の割合をいう。 
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平成１７年 男 

 
18.0  74.2  95.6  97.3  97.4  97.6  97.3  96.5  94.0  72.8  50.0  36.2  28.3  19.6  9.3  

平成１７年 女 

 
15.4  68.2  74.2  65.0  67.7  75.0  77.5  71.8  61.9  41.0  27.2  19.1  13.1  6.8  2.4  

平成２２年 男 17.1  74.8  95.8  97.4  97.8  97.5  97.3  96.5  93.8  77.5  49.9  32.2  22.5  16.6  8.8  

平成２２年 女 15.1  69.3  77.2  69.6  70.3  75.4  78.2  75.0  64.5  46.3  28.0  17.1  10.7  6.5  2.4  
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％ 男女別、年齢階級別労働力率 


